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猿橋駅から山火事の煙は見えましたが、この日の実

際の火事現場は駅から数キロ離れていて、道も曲がり

くねっていたため、１時間以上はかかりそうでした。

山火事の現場は、JR中央本線の線路からはかなり

離れていましたが、中央高速からはかなり近い距離で

した。実際に高速を走行中の自動車から撮影された画

像や映像が、頻繁に投稿されていました。幸い、この

火災の影響による鉄道の運休や、高速道の通行止めな

どは一度もありませんでした。

猿橋駅から火災現場への最短経路は、国道 20号線

（甲州街道）なのですが、国道はトラックの通行が多

く、歩道も狭いです。そこで少し遠回りですが裏道を

通ることにしました。なかなか味のある街道でした。

国道よりもかなり上手にあるこの道は、恐らくかつて

の甲州街道の名残でしょう。

国道にもバスは通っていますが、実は民家はこの旧

街道のほうが多く、バス停も何か所かありました。主

として富士急行が運行しているようです。

時刻表を見ると意外にも本数が多く、生活に根差し

ていることがわかります。午前中には総合病院直通の

便もあり、通院の住民への配慮も見られます。

いよいよ火災現場が近づいてきました。風向きによ

っては「焚き火」のような匂いも届きます。煙の源は、

何か所かあるようです。


